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  １．文献研究の総括 
  ２．調査研究の総括 
第２節 訪問看護師の臨床判断のプロセス 
１．文献研究と調査研究の総合的考察 
  ２．療養者とともに生きる存在としての訪問看護師 
  ３．特に長期的なかかわりの中での看護師と療養者の関係性 
第３節 訪問看護師の臨床判断とは 
１．関係性の中で展開される訪問看護と看護師の感情 






































































































































り姿を消し、地域は保健婦、病院は看護婦という活動形態が、戦後約 40 年間続いた。  
現在の訪問看護は、これよりさらに時代が進み、少子高齢化の問題がクローズアップさ
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